視察報告書
中心市街地活性化調査特別委員会

８月７日　足立区産業経済部産業振興課商業係・東和銀座商店街振興組合

８月８日　青梅市環境経済部商工観光課・ぶらり青梅宿実行委員会

８月９日　台東区産業部商工計画課・谷中銀座商店街振興組合

東京都にある、三つの商店街を視察。それぞれの街の取組について比較視察することで、何か参考とすべきものがあるのか。これらの商店街も衰退する中心商店街という位置づけの中で、今、何故か注目を浴びているのは何か。

全く異なった考え方を持った、これらの商店街ではあったが、共通するものは、真ん中に核となる人がいると言った点であったかもしれない。
「足立区産業経済部産業振興課商業係・東和銀座商店街振興組合」

　足立区役所で、産業振興課長の金子敬一氏より商店街補助事業について説明を受ける。特に１９年度は、都の福祉のまちづくり条例に基づいて、「商店街トイレ」事業を推進している。これは、来街者の利便性を高めるための施策で空き店舗等を活用。トイレのみの場合は、工事費の２分の１、授乳施設を併設した場合は全額補助というものである。運営管理、消耗品は商店街で行い、３年以上の設置が条件となる。
　これとは別に、トイレ維持管理事業費補助事業では、来街者のトイレを提供する商店街には月５０００円、個店には月５００円の維持管理の補助をしている。

　また、商店街情報掲示板を設置する商店街に対しても１５万円を上限とした補助が行なわれている。

　子育て支援推進事業「自立し支えあい安心して暮らせる安全都市」に基づいて始めた、子育て支援パスポート事業は、中学生以下の子どもがいる世帯、妊娠中の方がいる世帯を対象に、カード式のパスポートを配布し、協賛店で買い物をする際にパスポートを提示すると５％の割引サービスが受けられるというものである。子育て支援と商店街の消費拡大が目的。現在５３０店舗が加盟。

　このほか、資料に沿った説明を受けた後、東和銀座商店街を現地視察した。商店街に着いたときに感じたものは「人がいない」という事であった。管理組合で田中武夫理事長より説明を受けた。この商店街は、昭和２５年に２３店舗で結成され、現在は５５店舗・２空き店舗という状況である。
　説明の冒頭、いきなり「人がいないでしょう、でもこれでいいのです」といった逆説的な言葉から始まったのが印象的であった。特徴となるものは①株式会社アモール東和の設置、②アモール学童クラブの２点である。
1 株式会社アモール東和は、平成２年に商店街の構成員４１名で組織され、ビル清掃、弁当宅配事業、学校給食、病院内レストラン・売店経営などを行なっている。一つには商店街が持つ商業機能を生かした事業であるが、一つには商店街における商業収入ではきびいしいため、別事業に活路をもとめ、その結果として商店を維持しようとする考え方である。商店を潰さないために何をするのか・・という発想が原点にある。
2 アモール学童クラブは商店街の空き店舗を活用しての学童クラブで、視察時にも１５～６名の子どもが施設内にいた。地域の子ども達は地域で守りたいという発想から来ており、開設時の準備金と家賃補助を区から受けている。

「青梅市環境経済部商工観光課・ぶらり青梅宿実行委員会」

　青梅市役所の水村和朗課長から出迎えを受けたのは、ＪＲ青梅駅のプラットホームである。「昭和レトロの青梅宿」と言うキャッチコピーを、先ずは駅舎から現地視察ということであった。駅舎は昭和１３年の建築。そしてプラットホームは意識的に昭和のイメージを出すための工夫が凝らしてある。地下道などには古い映画看板なども設置してあり、興味を引く。
　一歩外に出ると、「残念ながら駅前には昭和のイメージがないんです」と残念がられるように、ちょっと寂れた感じのする駅前広場であった。説明会場に向かう道にも映画の看板が設置してあり、街灯はポールを木で囲うなどした工夫は凝らされていた。

　青梅は木材と織物の町で栄えていた。最盛期は昭和３０～４０年代、その後官公庁などの施設が東青梅に移転していくにつれて、次第に寂れていった。現在の青梅駅は１日に９０００人程度の人が乗降する駅であるが、近郊にある大型商業施設などの影響も受けて、空き店舗が増加するなど、商業機能の空洞化が危惧されている。そんな中に出てきたのが、昭和レトロの街おこしである。
　実際に街の説明をしてくれたのは、ぶらり青梅宿実行委員会の横川会長。説明会場も「雪女の館」。昭和レトロと言う単語も、ここ青梅宿から生まれたもので、大分県豊後高田の昭和の町のモデルともなっている。
　昭和良品と銘打った、昭和レトロの青梅宿計画は第１部と第２部の２構成からなっている。
第１部は「集客のためのシャワー装置づくり・・・シャワー効果で活性化！」

シャワー効果とは、「来る人を増やせば客は増える」という発想から、イベント開催に重点を置いた活性化策であった。しかしこの方法では客と商店主とのギャップは広がる一方で、思ったほどの効果は期待できなかった。
　「全てはイベントから始まった青梅宿」・・レトロ商品博物館、雪女館、赤塚

不二夫館の開設

　「外部からの協力要請がおきる」・・・・・レトロステーション（ＪＲ）ほか

そこで、

第２部の「繁栄のための噴水装置作り・・自分の店から噴水を吹く」つまりは個店個店が個性を出し、その情報を発信する。外来客と商店主との意識のすり合わせを行い、わが街わが店をアピールする。
　「商店街はサステナビリティの歴史」・・商店街は継続的な反映が必要

観光を考えるまちと住むまちとの共生づくり

　「売れる商店街づくり」・・・昭和良品、統一看板、統一ファザード事業

しかし、空き店舗の中には土地が売却され、マンションや他の建物に変わっていき、町の姿が変わっていっている。現に鉄筋コンクリートの建物が、町の中に建設中であり、また景観的に残しておきたいエリアの保存署名も行なわれていた。

　買い物のも、食事もできて１日楽しめる観光商店街「ぶらり青梅宿」を目指すために、既存の商店街の枠を超えて「おうめまるごと博物館」を推進。青梅駅周辺を３つのフィールドに分け、それぞれの地域特性を活かし、箱物ではなく、各店主がその店の学芸員になり、町全体を博物館化することを目指すものである。・・・ただし現状は１商店街の取組にのみ終わっている。（８商店街）

「台東区産業部商工計画課・谷中銀座商店街振興組合」

ＪＲ日暮里駅を出て、坂を上りきると峠の先に、谷中銀座商店街が見える。夕やけダンダン坂をおりきると狭い道の左右に商店が張り付いている。台東区産業部商業計画課浦里健太郎係長と谷中銀座商店進行組合堀切正明理事長が「商店街から始まるまちづくり」について先ずは説明を頂いた。

先ず総括として、谷中商店街が取組んできた街づくりの考え方をみると。街づくりの要諦として、①発想・・アイデア以上のものを探しだす。②好奇心・・なんでも見てやろう、聞いてやろうという心。③センス・・真似から入ってもいいがオリジナルへ変換する。④実行力・・兎に角やる。

また、商店街のあり方としては、①楽しい商店街・・当たり前の事である。来て楽しくなければ客は来ない。②得する商店街・・客が儲かったと思えるようにする。③便利な商店街・・コンビニイメージを持つ。商品が連なる、街を通り抜ければ「物」がそろう。これらの事をコンセプトとして街づくりに挑んでいる。
その他に単語としては、「リーダーの資質として、行政とのコミュニケーション、メディアの活用、運営のコツ」、「次ぎの一手として、継続は力なり、マンネリからの脱出、ガンバロウだけでは駄目（きっかけ作り）」などが上げられる。

では、谷中銀座商店街ではどのようなことに取組んできたのか、先ず基本となる事業は「スタンプ５００事業」である。何の変哲も無い取組のようであるが、従前のスタンプ事業を、昭和５２年に今の形に変更している。中身は、台紙１枚に１３０のスタンプが必要。台紙１枚が５００円の商品券やイベント参加券になる。そのスタンプが溜まりやすくするために、毎週土曜日の２倍セール、お中元歳末の大売出しも２倍セールを行なう。
他にも、スタンプＧＯ！として、毎月５日には５００円分のスタンプが福引をすると、８００円若しくは３０００円のスタンプになると言ったイベントも行っている。さらには年に２・６・１１・１２月の各月に２日間、生鮮品のびっくり市を開催したりもしている。毎月１日と１５日は全店１割引（スタンプ無し）、１１月にはスタンプ５冊で帝国ホテル等のバイキングに抽選招待される。
その他、スタンプに直接関係の無いイベントとしては、８月に谷中銀座まつり（２日間）、５月に史跡めぐりオリエンテーション、１月に谷中の七福神めぐり、１０月に観光・物産展そして、その時々の話題を求めたコミュニティーイベントを随時開催している。しかし通行量の低下と共に、スタンプ事業もピーク時の３５％程に落ち込んできている。

それらの打開策として、過去の反省を踏まえて幾つかの課題を示されている。

（抜粋）

· 個店の魅力と商店街活動は両輪・・顧客は個店を目指してやってくる

· リピーターの確保は絶対に必要

· 商店街は目立たねばならない・・・人に知ってもらう

· ニーズよりウォンツへ
· 若者は失敗を恐れろ・・綿密な計画で自己中心的な発想はやめよ

· イベントのタイミングを見極めよ・・話題性・創造性

· 「商店街が町の顔」であるならば、自助努力の上で行政支援は必要

· 個店の個性化・・専門店という意味ではない。・・個性を持った店

· 日曜日の営業・・顧客を大型店にやるな

　　閉まっているから人は来ない、人が来なくなるから閉める

　　雨の日は、もともと人通りが少ない日・・休むタイミングを考える

谷中銀座商店街の締めくくりとして、この商店街は戦後に出来た商店街で、隣接した商店街もある。またこれらの考え方を、先ずは平成５年頃にまとめ上げ、昨年再度の考察を加えている。

ただ、これらの事業やイベントのＰＲ運営については、理事長である堀切氏の努力による所が多く、後に続く人材の育成無ければ結構厳しい状況に追いこまれそうな感がする。また、区役所も「努力している商店街には支援を差し伸べる」と行政支援の対象についても取捨選択を始めている。
最後に理事長が述べられた言葉は、「先ず個店ありきである、客は物を買いに来るのであって、スタンプはあくまでもおまけである。しかしどのようなすばらしいお店があっても一店だけでは生きて活けない。そこに商店街としての位置づけがある」であった。

最後に

三者三様の街のあり方である。生き残りを何所に求めるのか。その発想の違いが形として現れている所に、今回の視察の意味があったと思われる。議会としてこれらをどのように活かせばよいのか。一つには商店街の方々への情報発信であると思える。「こういう街がある」ということを知ってもらい、商店街の活性化に何らかの形で役に立つヒントは隠されていると思う。

また、共通しているものには、強力なリーダーが居るという事であろうか。皆、結構な高齢者であったにもかかわらず、物の見方がファジーであった。

報告者・副委員長福島龍一

